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うえで重要なことである。そこで AtIPT 遺伝子の発現解析を行った。AtIPT1-GUS は根端の木部前駆細胞、腋芽の




遺伝子を破壊することでしか証明できない。また、cZ が tRNA-IPT の関与する反応を通じて合成されているのかも
不明であった。そこで、各 AtIPT 遺伝子破壊株の単離および多重変異株を作成してそれらの解析を行った。栄養器官
での発現量の多いAtIPT遺伝子である atipt3, atipt5, atipt7の変異を含む多重変異株において地上部の生長抑制およ
び側根の伸長促進が見られた。これらの表現型はサイトカイニンの添加および AtIPT3-GFP 遺伝子の形質転換により
回復した。また、これらの変異株の内在のサイトカイニン量を測定したところ、atipt3 およびその多重変異株におい
て、iP と tZ タイプのサイトカイニン量が著しく減少していた。一方、cZ タイプのサイトカイニン量は atipt2 およ
び atipt9 において著しく減少し、atipt2 9 二重変異株ではまったく検出されなかった。 
 本研究により、植物体内で ATP/ADP-IPT が iP や tZ タイプのサイトカイニン合成において主要な役割を果たして
おり、tRNA-IPT が cZ タイプのサイトカイニン合成において必須な役割を果たしていることが明らかとなった。 
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 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 学位申請者は、植物体における植物ホルモンの一種であるサイトカイニン合成の部位や制御機構の分子遺伝学的、
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